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ProfileXT複数指標ディクショナリー 

PXTのスコアは、一つ一つの指標理解を出発点としつつ、複数の指標で表現される人物像の読み解き方を身に

付けることで、より深い個々の特性理解につながります。以下に示される複数指標によって導かれる人物像パター

ンを理解し、ビジネス現場での人材マネジメントや育成にお役立てください。
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・ PXT スコア/行動特性の全体的な傾向の捉え方

人間のパーソナリティを測定する行動特性は 9 つの指標で表現される情報ですが、まずその人材の全体

傾向を捉えるために、大まかに以下のように分類すると見立てがスムーズになります。すべての指標が以

下の分類に当てはまるわけではありませんが、全体像をつかむための目安として活用ください。 



当然、すべてのスコアがどちらかに偏ったり、真ん中のみに集まったりしていることばかりではありませんが、上

記のようなシンプルな分類から、その人物の特徴を素早くとらえることが可能になります。なお、中央 4-7

のスコアに 9 つの行動特性全てが収まる人材は 3%以下の出現率となります。そのようなスコアの持

ち主にはそのユニーク性をお伝えすることも効果的です。 

・ PXT テクニカルマニュアルで有意な相関が確認されているもの

以下に紹介する 2指標の行動特性の組み合わせは、PXT テクニカルマニュアルにおいて、統計上一定

の相関が出ている（例：一方が右寄り（左寄り）だと他方も右寄り（左寄り）という正の相関と、そ

の逆にあたる負の相関）、つまり組み合わせとして比較的出現しやすいものをまとめています。典型的な

ケースとして押さえていただくことで、典型例とそれ以外のケースを見分けることが可能になります。
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① エネルギーと決断性(相関係数 0.805)

以下が、2 つの指標の掛け合わせで表現される人物像です。 

上記にあたらず、エネルギーが右寄り、決断性が左寄りの場合、行動は早いものの、迅速に決断すること

を妨げるような些細な事柄にとらわれるかもしれません。エネルギーが左寄り、決断性が右寄りの場合、

意思決定は簡単に行えても、切迫感は示さないかもしれません。 

②主張性と決断性（相関係数 0.708）

以下が、2 つの指標の掛け合わせで表現される人物像です。 
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上記にあたらず、主張性が右寄り、決断性が左寄りの場合、他の人たちに影響を及ぼすことの方に

興味を示し地位にこだわる行動をする代わりに、敏速な行動はとらないかもしれません。主張性が左

寄り、決断性が右寄りの場合、強い主張で人を納得させるというタイプではなく、より注意深い方法

が求められている状況ですら性急な行動に走るかもしれません。 

③ 組織従順性と態度（相関係数 0.676）

以下が、2 つの指標の掛け合わせで表現される人物像です。 

上記にあたらず、態度が右寄り、組織従順性が左寄りの場合、その人が極めて他の人たちを信用してい

ながら、物事に従わないことを意味します。言い換えると、自由な発想を好み、将来に対する楽観的な

展望を描きたい創造性の高い特性と言えるでしょう。また、態度が左寄り、組織従順性が右寄りの場

合、ルールに従順でありつつ、物事のリスクを見ようとするため、順守すべき仕組みの中で確かなリスクヘッ

ジを行うことに適した特性と言えるでしょう。 

④組織従順性と独立性

以下が、2 つの指標の掛け合わせで表現される人物像です。 
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上記にあたらず、組織従順性も独立性も右寄りである場合、組織のルールには従いつつも、人からの管

理監督は最小限とし、組織の方針に融和しながらも自らの方向を定めることを好むでしょう。一方、いず

れも左寄りである場合、管理者からのきちんとした仕事の指示を必要とするものの、ガイドがあまりに統制

的で厳格すぎることを好まないため、ルールで支配しようとせず、しかし仕事ぶりを評価される職場環境を

好むでしょう。 
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・上記以外で典型的な 2 つの指標の組み合わせ例とその読み解き方

上記の統計的なケースの他に着眼すべき 2 つの指標の組み合わせ例と解釈についてまとめています。 

⑤主張性と協調性

以下が、2 つの指標の掛け合わせで表現される人物像です。 

上記にあたらず、いずれのスコアも左寄りの場合、主張はしないが、周囲にも迎合せず自分を貫く特性を

表します。一見見た目にはわかりにくいのがこのスコアを持つ人物像の特性です。静かに内に秘めている

考えやこだわりを有します。一方、いずれのスコアも右寄りの場合、主張はするが、相手と対立せずに調

和をしながら意見を通せるこの指標は、交渉上手なグッドネゴシエーターの特性という事が出来ます。 

⑥主張性と社交性

以下が、2 つの指標の掛け合わせで表現される人物像です。 
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上記 2 つの指標を合わせて「影響力の尺度」と呼んでいます。またエネルギーの指標とあわせて 3 つが右

寄りに出ると、見た目にもわかりやすいハイペースで主張が強く、社交的な人物となります。これが出過ぎ

ると相手に威圧感を与え得ることには注意が必要です。 

右寄りの主張性、左寄りの社交性の場合、主導はしていくが、人との接点を特段必要としないため、人

志向よりもタスク志向、成果重視の人物像が浮かび上がります。一方、左寄りの主張性、右寄りの社交

性の場合、人との接点は好むが、主張をしたり周囲をコントロールしたいわけではないため、温和で人付

き合いの好きな人物像が想像されます。 

⑦決断性と判断の客観性

以下が、2 つの指標の掛け合わせで表現される人物像です。 
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両方のスコアが右寄りの場合、意思決定はスピーディーだが、判断の際にはロジックを重視した確実性を

よりどころにする、行動派かつロジカルな人物像が浮かび上がります。 

・思考スタイル/行動特性/仕事への興味の代表的な組み合わせ

以下は、行動特性のみならず 3領域全てのスコアから見出すことが出来る人物傾向の代表的な例となります。 

アナリティカルな人材

イノベーティブな人材

Copyright©  2023 HRD, Inc. All Rights Reserved. Strictly Confidential.




